




















はじめに 

生体内計時機構は先天的に備わっており 1・2),また,胎生期または生下後間もなくから作

動していることが知られているが 5・22)どのような因子が生後のリズムの個体発生に影響

を及ぼすかは論争の的である。 

Takahashi らはこれまでに生母とリズムの逆転した育母が盲目仔ラットのリズムを同調し

うることを示してきた 28-31)。これらの事実は出生後の養育過程において,仔ラットの内

因性リズムに対して母親が同調因子として働いていることを示唆している。さらに,Smith

と Anderson は母親および同胞との接触を断ち,人工飼育した仔ラットでは明瞭なリズムが

認められないと報告している 25)。 

一方,Hiroshige らは Takahashi らと同様の方法で親子交換実験を行い育母の“Scatter 

cffect"を報告し,育母は仔ラットのリズムの位相を一時的に修飾するが,内因性計時機構

に本質的影響を与えないと結論した 6)。Deguchi は松果体の N-acetyltransferase(NAT)活

性の日内リズムを指標にとり,同様に親子交換実験を行い,生母と逆転したリズムをもつ育

母に育てられた場合の仔ラットの NATリズムの位相は,生母により近いと報告した。しかし

ながら,その仔ラットのNATリズムは生母に比べて3時間の差があり,生母,育母ともに仔ラ

ットのリズム位相決定に影響すると結論した 4)。一方,Reppert らは,妊娠中に生母と逆転

した照明条件で飼育した育母に恒常暗条件下で,ラットを育てさせ,仔ラットの NAT リズム

を観察した。その結果,仔ラットの育母に対する反応には 3つのタイプがあり,一定しない

と報告した 21)。 

これらの矛盾した結果は実験条件の差にもよろうが,育母の同調因子としての力価の低さ

もその一因と考えられる。その問題を解決するためには母親が同調因子としてより強く作

用する条件が必要である。そこでわれわれは生母が盲目仔ラットに接触する時間を暗期ま

たは明期に制限すること,すなわち periodic maternal deprivation(PMD)を行い,母親がよ

り強く同調因子として働くことを期待した。 

一般に,明期は母親が授乳を行う時期と考えられており 14・15)明期のみに母親を接触させ

ることは通常の哺育パターγの周期性をより強調させることになる。また,接触を暗期のみ



に制限すると,哺育パターンは通常とは逆転したものとなる。この PMD は生母と逆転したリ

ズムをもつ育母を,24 時間仔ラットに接触させた場合よりもより強い同調因子となるもの

と思われる。われわれはこの PMD を授乳期のいろいろな時期に行い,以下の問題点について

検討した。 

a)生後に母親側の同調因子によって仔ラットのリズムは影響を受けるか?b)もし影響を受

けるとすれば,それは一時的なものであるか否か?C)生母のリズムと逆転したリズムをもつ

育母に比べてPMDの同調因子としての強さは?d)PMDを行う時期の違いによって効果に差は

あるか? 


